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幼児への畠接において臨接者はどのようにあいづち安打っか 1) 

l[ow doeち� intctvic¥¥ぞ� llS台� b♀rkrh誌l111el rでおpon長esdllγ1n:ミ設IIlllterVl(、wwith yo廿ngC hildrcIl? 

加地雄… J ・丹藤克也*人打慈愛家-山口絵美山-伸真紀子材

喜善 約� 

本総手¥:0)1I的Jム幼児へのi針縫におけるあいづたが，大人制1:び〉会話におけるおいづちにJヒベでとのように異なるのかそを切

らかにすることでみる，� JU本ifむには，被降H主ti"1了ある幼児の発議;こ1りして，大人めIfUf姿F判、とれくらいの険度，とのタイミン

グであいづむをまj‘勺かを検討した.まず，女� r)，:"[:11' 議3 努Lが幼稚i立とゲ…ふをするという出来事をぷ犯し.災i ニインタラデ

11こ，その‘遡際線，子と'も;こtii~)を 1

1来事や人物;ニ泌するぎ託手長を引のた� r大学生がりった� i百l援のトランスクリブトを

分続したところ.� •1幼児へのtl!11まではた人同土の会長81こたべて[面持(tがより領事襲にあいづ九をHっていること種必幼氾の発訴

のはほlよ臼れこ� 11吋0)タイミングで山後行があいづちを打〉ているニと，� ¥3、幼児の先行発話会し妥訴があいづ%を打つこと

がlt絞的多いこと，をぶす糾i見Lがj専られた義� 

K行� words守護〉いづ弘潟、接，幼児

目的� 霊安土あいづちの定義� 

lIii援をスムーズに滋れきそぎるためには，雨後fiOY1i Sるいづち詞 反復 応答 手ド苦言語

重きが垂髪である. この的H語fj'の行動の…象つに� fあいづ� 

tけがある，あいづちにはrtJi~.f1iの進行を f返したり，助

けたりする効来があると指織されて¥，.る� i桜11，19911. 

}うした機能に関寸ゐ研究のJilHこ雫事長夜とデイミング

日目滋ほかけ§号8)

機義弘行部9)
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といヮ丈:使用実態に関ずるものがある.例えば，� <ttf1i! 

認と日� 44d誌におけるあいづ%を比較した続究� f機. ゆるあいづち対と呼ばれるものと，繰り返し・開会返� 

1999) によれば， []本訴のあいワちは善良夜が向く，~ し{本研究マは陶� }Jを合わせて「以復」と定義ナる}

切なタイミン夕、が数多くあQという.使削4だ般に隠し を分析の対象とする.

ては，このような凶訪問比絞だけマなく，日本ぷにつ あいづちの使m災慾については，主に事長夜とタイミ

いて綴々な場附で検討される必淡があるだろうそこ ングの鰍ぶから妨究が行われてきたゆ

でキL術fヲEでは弓これまであまり対象;こされてこなかっ 事長佼oj事/f¥については，持認を数fまにした頻度主

た� fどもの泌接というお勢泌を扱い，絞i長a妻認である{ 筋委主に対する頻度{表幻，総発議文数lこ対するあいづ

どもの予をめに対して‘大人の泌接話がどれくらいの善良 九丈数の比率{主主続，� 1987) など，研究活によってま

度，タイミングであいづちをおっているかを明らかに あまちである.� p寺言語を単佼とした場合iムかかりた時

寸る.子どもがぶしやすいようなあいづち行委舎を撚る !絡がJilJじて、あれば，ゆっくりと及。祭少なげに品、した後

上でも，後潟支f援について検討する必要があると考え でむたれたあいづちと，ネげでたく匁ん話した後マ打

られる， たれたあいづちとの μ~glj はつかなくなる a また，文を

おいづちの具体的主主手をは孫究者によって綴々であり引立とした場合は，発訴のどこからどこまでを� 1文と

応答約なあいづち，繰りかえし，聞き返し，うなずき するかといった文の認定の問題や，文の途tやでもあい

などの4hJ泌がj行動をどこまマ合むかによっ℃奨なる づち会サIたれふことがあるといった問題が残る.そこ

(炎1).本主主党では，質問:ニ対する応答をあいづちに で4:研究では，緊迫すの設がそのまま反映されるおー綴数

合めず，� rはいJ うん ーそうですかω といった，いわ を単佼として分析する.なお本研究では，� f1定資.f.幼背，

JUj,( f,I;,'IA'?{,JlH?M'j'l; 
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How does intcrviewer USc' barkrh"nnel responses during an interview with young children? 
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1ft. 71 ~ /'7'{"ibl.Y5t,~n-J-Cp-i:>7?'>rllljC,tl'l: 

'q-z,. t'tb L't'TPJ: lj ;(j:ib\;·~5t,1JllWa-1~iS 

L'C' {, ,1~ffl'kM.~ t: -::n, I'( ~~'J't -i:> 'l'~7?{ib -i:> !:: '15' ,z 
c, nz,. 

ibp~5t,0)Jl,,1til~Ji!.~iiliJf7\:ftl: J: '(tit 4 '{"ib I), 

tf,1'Ftr.]t.!:ibp-:jt;), l?JI;l);1''zL. r,rj;:<i!&L, lj~t';:< 

~~O)#~iliOOh.>r~.:.i:'::~~~~J: -C.t.!:iS 

(;,1(1). ¥M7'l:'C'(J:. 'fHIlI:'::i.j't-i:>[t?l=a-tf),·--:)t;:: 
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~jj~ (1999) 0 x 

*lil'I~ C) x x 
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長方形
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ま~2. あいづちの頻度(本楊毒事， 1999からの引照による)� 

5茸究 頻度 尺度 議長祭場筋

小寄付容器6) 6.1秒iこ1悶(ラジオ入� 96tNこ1回〈テレヒ1 時間(秒) 大人間士

山本� (1993) 18.18苦言語iH乙1閲(100議員告に� 5.5図) 官苦節 大人同士

愛媛� (1994) 27.03音量銭に� 1主主(100登録に� 3.7回j 音量百 大人照会

長;?をfEめないギ!ti?'d文士?二分j をH'i主ijとした. 巡間後，� 1:I!J(7)t;[大学生が子ども仁川米'jiや人物

あいづ%のタイミングとしては，� ri~ し子の綴;ニルF17 3こ関すゐ金Hまな� fiった.面接での五日計約やり絞りは滅

的なふjまりが胤れる雲寺にあいづちが伎とやすいことが 兇に必可を得た� j-cテーブiこ録行し，さき起こした.

お換されている� 1取11，1991J.苧イミン夕、には誌ががJ 闘児26れに対して行われた面接のうち喝子どもの経ぷ

な倍弱だけ?なく，発訴の長綬も関係しているとそEえ が少な寸ぎるものを除き，然Wl;;tこj議んだ� 3れに対す

られる.しかし，話し子がどれくらいAdした長年;こあい るi百i泌を分析対象とした.� 

~5tJ が生じやすいのかについてはあまり鳴らかにな

いないーそこな本級交マは唱え;1f治めの長さに対す 結果と考察

るあt.，.".っちのタイミングについて，� i?約数を i~.f訂二分 1&らいづた;として分析対象とした� lあし げj't:)~~I~J j3 

析十る.ここでいうえfJ5t:ぷとは‘あいヴたi!'r:前から よぴ� 1)え彼 の災をそれぞれよ:l，/<4ふこぶした. ~1111 1i 

lつi誌の� 1111後 fi'の)(;ぶまでの被iflj被災マ)1eJiiを約す. されたあいづ%は3つめU!l終ヤf本で� 1301闘であった.そ

たiJ1t:，誌の』之さとあいづち新!交は>Ii:なる主1，うよかあるが，

たれ?を21Zのi之さがあ， .づ久的:fiijのふし予のなぷのふI!:

対象とす仁るのにHL，あいづち，紛1廷はあいづち;J)iIJeじ ま~3阪あいづち詞の例(斜{本太学部分)

なかったぷしずの発lilfiも冷めた全体の会話会均象とっt
~話者 発話内主主

ゐ}，~(で i対!'í l 式契;;;: . 
女児 でも昨日は

方議 溺接者 うん

対象� 3よれ江主I;.fi目減lfiA lUf同にj謡う� l t'， (品以ヲ;:3点|児 毘レ女ノi お嫁さんが3主主ごときー

兇� ltl，51:1託女先立れj

李総き� i立H去で質問する内容として，女子大学'1'.

人詩人� 2訪れの� rども� j主のlIIiでゲームをするというIf'，;j記

事を設JEしインタラクションを行った.ゲ…ムの内

千れ土、「動物、iiてゲ…ムjと「ジャンケンゲ…� J、jの立

つ wごあった.ゲームにかかった吟1mはそれザオLIO分liij

?をで宅 ~':1本で約 20分であ C) た‘

「動物71iてゲ、ーム� j とは，数号撃がf誌かれたパネルの� k 

iごM枚かの畿をu占1)咽少しす£つ� Iめ豪誌をはがしていき，

ドに儲かれたイラストがや'fの動物ずであるかを勺てると

いうものであった.¥綬1%語、与でゲーム� jのpJj立きは3題で，

ラf才ン，豚唱 奪ミグ)順にイラストゼE使った.正毒物、行て

ゲームのj麦.� 1ジャンケンゲーふょを行ったジャン

ウンゲームjとは，女子大学'1.: 人に対して� jこども滋� 

主i[大小手段に負けた了ども&: 令貝でじゃんけんをし，

主主席しを勝った� fどもはジャンケンを絞け，長会後まで

伐った子どもが候勝するという内符であった.

護語;袋者 うん

女Ycし なんか一

喜重緩衝 うん

女児 自い色と

蕊援者 うん

女児 あのなんか主義いをと

言葉t筆者 うんうん

ま時 4. 反復の{手~ (斜体太宗節分)

発話番苦 発話内主主

爾後老 後にどんな動物がいたの子

女児 うーんと，かばさん

函絞殺 がtfdA

悲喜援者 ほかにiふほかには?

.... 
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tl.l* (1993) 1818~.ii~\: 1 [9] (1oo~ii~C 55@) 

kA,Jil]± 

};;J...Jil]± 

};;J...Jil]± ~~ (1994) 27,03~iifj(: 1 @ ( 1oo~lifj(: 37[9]) 
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音節の長さ

自山岨ー�  l 圃圃�  i 園� i 
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殴1.あいづち直前の発話の長谷

のうれ あしげj-t)jjlIJj語、84，6'''，()JO filぶ宅:)え泌 が� 

15，106 (20¥tl4)であったー

あいづち頻度 あ¥， ，， ~j わな!I支のおft: として.ぷし子 

f幼児 a の守主 l誌の ('，'-Njtltに ~J する� [jlH長行のあLげJt)数の� 

'HIJ{i ...r-tril~ した品li ~~. 、|とYj 封。('JÍ'i~ 1- I"jQ)絞り支であっ� 

fニ.これは，� JUJfijf究� 1ぷ2) でk人I'i)I・(j)i-'~ I~rrr にお

いて{!Jられた事J!ほとl七べると よ:]!}fi然マあるといえ

つまりこれは た人1..)1のItj:1lit:ニ比べ幼児へ

のliliJ'主ではliliJ'主計がより泌総にあ Lげjれをと打づていふ

とをがすものである.

品るいづちのタイミンク あいづちのすイミングの;長

僚として.あいづ-;:--，(こ対するIl:ldt:必ず〉ぷき{白色I!l主主}

を'IIJいた.� liliJ'長!';ーのあいづたにMî'ゐ幼1fJO)JUJ発訴

の以~!ま噌ヂY)5"j "'， íl~ であ')丈ニれは文:tfj)-の lバ切り 

111ナ咽� l立川iii'iに)[111あL、'Jも:うqrたれていゐと解釈オ

」らことができる.� 

)1:1))15，;，号の1之さにあ;するあ¥"〆Jちをえをiズ11にIJよしfょ.

でぶしたあ� Lγ;ち殺は� 3つめ� IIJi:!主勺絞られたあい

のを立なまとめたものである.� 1定1I会みると� JdJ1き

1)ノえi:1もさ長い. これは哩1jのあいづた設がGぷぬよくさが� 

の先行発話!J)全て5宮警筋委主5.ま察� 

覚えてる

析。j級<:…

もらったとか

二人ずつ

うん，なかた

***ちゃん

泣き止んだ

男の子

;まし哩 1回

そのとこに

電車とねえ

電車とねえ

うん、だよねー

わかんない

まとめ

本研究-cは，幼児への山緩における}品川袋行のあ� L

ちについ� -c.農民伎とタイミ� J グの観点からうj中;それ

なった.

狐!交についてlま，た人IriJ1:の会ぷに比べて.より� itii

繁に幼児に討してあいつラちがれたれていることがIUJら

かとなった‘これは火人の.J:Hこは頻繁に1mこえゐ可能

符もあるが，幼%にとってはぷしやすいJ緩皮であ

1'約なわJj:!~-atfなのL ，fi)Hこ対してi告は義行会ぎあいづちを打つ� とも与えられる機今1"11芸ょうれたj波茂が宅ぶしやすう

Lミる� 2rIlif主主うすl'lT誌にjffit，.よろに宅 i告は妄託金f幼児の いう点で幼児に議しているかどうか，今後手〉税交が守{

笠岡兵がなくてもれ分であ� L iむ安打っている‘と与え ま才LI，与‘ゾ� 

られるー	 タ千ミングについては，ほほi文i1自に 11"1のタイミシ

iえもあい〆11，主いて1;をO，;，f;1 r1cにおいてJl1'~ll ち数の多 グであい~nう 7う苦手 Iたれていることがぶ峻された. また.� 

発泌がなく℃も5 5t1fすと長1111)lr:{二(101体Hを111Iilt数日の先i1{'i-かった.� T 色� rflJ按 fí'はあい~Jちを行っているこ

のようになった.� kldt，i，fjO)'1'には."11i1) 紙で~， とがHJJIうかとt，.:った.これは，幼児の ~I バ説的t，.:1J動

，;，UJJといマ}た� 

が!品川左認のあいっちを n元づきすふょうも:予告ぷをしている 的に打っていふ場合が考えられる.今後VT沢録Iilliなど

、どがな;II~ ~ tlゐ. によって検試していく必要があるだろう.さらにがu¥1:: 
iま滋HiH号のあいづちを引き1+1すような党ぷi~ している

r，[iがとねえ に対しであいづちを打っている場介と.� ITII筏jすが1'11量iJで終わみものがあり，幼児
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こどもぶされた膚例えば，あいづたのII(lifj(こは F{益事

とね支� jとLし〉ため話通1父島わるづきぷがみられた.

あいづちを級事長;ニ打つふとには宅付ぷを� ii¥'Ji'ltにする

i1J来もあると与えられるが，ぞれが"差廷となる可能性

もあるだろう. 今後この� jji;二つL、ても会見交が必安であ� 

ろうー

ぎir-!妻において主主泌がぶしゃ守れるようなあいづち行致

を採っていく� 1:で理まずは幼児への必設におけるあい

づち行動のうえ慾把持が必J裂であると与えられる.;f.;:訴

交はあいづ九行動のさ終草委:;t-I]I!らかにした点でさ、義があ

ると忠われる.
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